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本研究は、近年の健常な幼児に も見 られ る落ち着きのな さや注意の散漫 さ、衝動性 とい

つた問題 を感覚統合 のつまず きとして とらえ、その背景を検討す ることである。 そこで、

都内や近隣県の保育園児 に 「日本版 ミラー幼児発達スク リーエ ング検査 (以下、JMAP)」

を実施 した。対象児 は JMAPの 年齢区分に従い、5歳 3ヶ 月～ 5歳 8ヶ 月 (VI群)で 40名 、5

歳 9ヶ 月～ 6歳 2ヶ 月 (Ⅶ群)で 48名 、計 88名 とした。 なお、障害の診断が出ていた り障

害枠 で通つている幼児 は除外 した。また、施設長 と現場 の保 育士、対象児 の保護者には 「遊

び時間や生活内容」に関す るアンケー トを配布 し回答を依頼 した。

JMAPの 結果か らは、本検査が 日本で標準化 された 20年 前 と比べ、前庭系 と運動企画に

関わ る項 目(片足立ち、点線 引き、線上歩行、背臥位屈曲、人物画)で能力の低下が有意に

認 め られた。 また、今回の調査 では、JMAPの ス コアー分析 か ら、障害の リスクを疑わせ

るパ ター ンを示す幼児が全体の 4害Jにお よび、その内、全般的な発達 の未熟性 をが疑われ

るパ ター ンIIIに該 当す る児が 13名 (14.8%)存在 した。

現場の保育士は、問題 を示す子 どもたちが増加 している実感 を全員が認 めてお り、 より

多 くの保育士が増加 していると答 えた項 目は、人の話 しが聴 けない、キ レやすい、落 ち着

きがない、全身運動 が不器用で ある とい うものであった。JMAPの 結果 と子 ども達の生活

時間を検討 した結果 、起床時間が早い幼児 と外遊び時間が多い幼児は、JMAPの 総合点 ・

基礎能力 ・協応性の得点が有意に高 く、テ レビやテ レビゲームに関わ る時間が長 い幼児ほ

ど低 かつた。 さらに、パター ンIIIに該 当 した 13名 は、他 の児 と比べて、保育園 と自宅で

の週平均外遊び時間、 自宅での週平均外遊び時間、 自宅での土 日の外遊び時間が有意 に少

な く、 自宅での週平均テ レビ・ビデオ ・テ レビゲーム時間が有意 に多かった。

これ らのことか ら、活発な外遊びが少 なくなってきていることが、子 ども達の脳の発達

を停滞 させ る要因になってお り、健常な幼児 にも感覚統合のつまず きが生 じてい る可能性

が示唆 され た。


